
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉戸町議会議員        令和元年 5 月発行 

第 号 

 

発行元：大橋よしひさ後援会 

事務所：[ 杉戸町内田 3-9-5 / 34-7392 ] 

e-mail：yoshihisa.ohashi.sugito@hotmail.com 
 

 

巡回バスに年 4000 万円はもったいない！ 

 

年に 1回行っているバス旅行を今年も 4月 12日に行いました。今年は、「千葉で日本

の歴史を学ぶ旅」と題し、和菓子で有名な米屋の工場見学、次に成田山新勝寺、そし

てパワースポットで有名な香取神宮。最後にさわらリバーファームでいちご狩りを楽しみ

ました。工場見学では、羊羹のお土産を、観光センターでは美味しい食事をいただきまし

た。さらに、新勝寺、香取神宮という全国有数のパワースポットを訪問することで、参加者

もより一層元気を取り戻したようです。天候が心配され 

ましたが、雨も降ることがなくまずまずの旅行日和 

となりました。 

参加者は 89 名。おかげさまで今年もキャンセル待ち 

になりました。興味のある方は予めご連絡をください。 

ご参加をお待ちしております。 

 

 

  

第 30 回となる大橋よしひさ町政報告会を 4 月 13 日に中央公民館で行いました。 

当日は、バス旅行の翌日だったにも拘わらず、 

25 名の参加がありました。3 月議会での出来事 

を報告後、恒例となっています健康体操を実施 

いたしまた。合併問題など興味関心の高い分野 

で参加者と情報交換することができました。次 

回も行いますので、是非お越しください！ 

 

 

知！  知！ 1.04 
杉戸町の合計特殊出生率です。県平均 1.36、国平均 1.43 を大き

く下回っている状況です。(平成 29 年) ※県 HP 資料より 

 

町では現在、再来年度からの公共交通の見直しをしていますが、その検討結

果として、現在の「巡回バスの充実」という方向性を決定しました。 

主な改正点は、①現在南北 2コース 1日 5便なものを地域別 3コース 1日 6

便に、②運賃の値上げ、③広告収入の開始などとなっています。 

私が今議会で指摘したのは、その費用の問題です。巡回バスの事業に現在年

間約 1500 万円をかけていますが、車両購入費があるとはいえ、再来年度から

は年間約 4000 万円かけることになっています。 

 町は実利用者数を把握していませんが、アンケートの回答者の数字から単純

に試算すると、アンケートに答えた方のうちの55人で一年間の利用の60％強を

占めていることになり、これを踏まえ、仮に日常利用している方が 100 人と計

算しても、一人当たり年 40 万円もの費用がかかることになります。 

 巡回バスの充実のために、4000 万円もの 

お金をかける理由はあるのでしょうか。少子 

化対策、人口減少。他に取り組むべき課題が 

あるのではないのかと考えます。 

【 第８回バス旅行 報告 】 
 

【 大橋よしひさ町政報告会＆健康体操 】 

 

 

杉戸町では想定以上に人口減が進んでいます。そこで、今回の

知！では、町の子どもの数に関係する情報を掲載します。 

・ 杉戸町生まれ。杉中、越谷北高校、明治大学卒。 ・ 趣味 読書 

・ 学習塾・向学館塾長。現在 35 名が通塾しています。←ホームページあります。 

・ 消防団（第 2 分団）所属、商工会青年部加入、地域の一員としても活動しています。 

 

【 大橋よしひさプロフィール 】 

 

 

町政報告会の一コマ 
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2 号車のみなさんと 



  
3 月 1 日現在、杉戸町では新年度当初（4月 1日）に 

待機児童が 30人発生する見込みであることが明らか 

になりました。年齢別は 1歳児 7 名、2 歳児 23 名です。 

今後の保育需要の高まりを受けて、民間保育園の誘致を 

含めて検討するという方針が明らかになりました。子育て 

世代の一員としてもこの問題に注視していきます！ 

住民票など取得のための手数料が 200 円から 300 円に値上げになります。 

また、6月よりマイナンバーカードを使って住民票などが全国のコンビニの端

末機から入手することができるようになります。料金はマイナンバーカードの

普及促進のため、コンビニ交付のみ2020年 3月末まで200円と据え置かれま

す。なお、これに伴い役場にある自動交付機は今後廃止になります。 

 

高齢者用肺炎球菌ワクチンの接種負担額が 5000 円から 3000 円に軽減さ

れます。対象者は 65歳になる方で未接種の方に限りますが、 

今後拡充される見込みですので、詳しくは広報 4月号をご覧 

ください。なお、対象者にははがきで通知されます。 

 

昨年12月に改正された水道法。コンセッション方式の導入により水道料金が

上がる自治体があるのではないかと注目を集めました。 

杉戸町では、コンセッション方式の導入を行わず、今まで 

通り直営で事業を継続することが明らかになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知！5,558 人 

〈住民票などコンビニ交付開始〉 
 

〈待機児童 30 人！？〉※3月 1日現在の見込み 

 

〈肺炎球菌ワクチン負担軽減〉 
 

〈水道法改正の影響は！？〉 
 

〈東武動物公園駅前通り拡幅、さらに前進！〉 
  長年の悲願であった東口通り線の拡幅は、この 1年で大きく前進しました。 

事業化は、都市計画決定、事業計画等の策定、事業認可の申請、事業認可の取得

という工程がありますが、現在は、県道と町道の一部区間で事業認可の取得まで

進みました。本陣跡交差点から駅に向かった県道の一部区域（下図Ｄ）では沿道整

備街路事業という手法で整備する予定になっています。その事業には、関係権利

者の 100％の同意が必要なため、現在は早期の合意形成を目指し、夏ごろまでの

事業認可の取得に向けて準備をすすめています。 

 

 

 

なお、来年度は「東口通り線整

備推進事業」として約 2 億 3000

万円が予算計上されています。 

 ※当初整備するのは、本陣跡交

差点までの予定でしたが、事業効

果を高めるため、次の信号まで整

備することとなりました。しかし、

その先、国道４号線までの整備は

目途が立っていません。 

 

また、旧杉戸小学校跡地民間活力導入可能性調査として約 700 万円を計上しまし

た。中央公民館、子育て支援センター、流灯工房、中央児童公園などの一帯を集約・再

編および官民連携手法を活用し、中心市街地の活性化や賑わい創出に向けた事業実

施の可能性を 6月までにまとめ、町の方向性を発表することになっています。 

 

 

 

［東口通り線完成イメージ図です！］ 

杉戸町の15歳以下の子どもの数です。人口に占める割

合は、12.2%となっています。(平成 29年 12 月現在) 

 


